
フ
ィ
ヨ
ン
、ア
モ
ン
両
候
補
は

マ
ク
ロ
ン
支
持
を
表
明

　

フ
ラ
ン
ス
大
統
領
選
は
有
権
者
に

よ
る
直
接
選
挙
で
単
記
２
回
投
票
制

で
あ
る
。
今
回
の
第
１
回
投
票
で
絶

対
多
数
（
有
効
投
票
総
数
の
50
％
プ

ラ
ス
１
票
以
上
）
を
獲
得
し
た
候
補

者
が
い
な
か
っ
た
た
め
（
図
表
１
）、

マ
ク
ロ
ン
と
ル
ペ
ン
の
上
位
２
候
補

で
５
月
７
日
（
日
）
に
決
選
投
票
を

行
う
。
中
道
派
と
い
う
マ
ク
ロ
ン
候

補
の
ポ
ジ
シ
ョ
ン
は
非
常
に
リ
ス
キ

ー
で
あ
っ
た
が
、
結
果
的
に
左
派
・

右
派
の
双
方
か
ら
票
を
集
め
る
こ
と

に
成
功
し
た
と
い
え
る
。
対
抗
馬
で

あ
っ
た
共
和
党
の
フ
ィ
ヨ
ン
候
補
と
、

社
会
党
の
ア
モ
ン
候
補
が
早
々
と
敗

北
宣
言
を
し
、
決
選
投
票
で
は
マ
ク

ロ
ン
候
補
に
票
を
投
じ
る
方
針
を
示

し
て
お
り
、
支
持
者
に
も
極
右
政
党

の
大
統
領
就
任
を
阻
止
す
る
唯
一
の

方
法
と
し
て
マ
ク
ロ
ン
候
補
へ
の
投

票
を
促
し
た
。
決
選
投
票
で
主
要
２

政
党
の
候
補
が
マ
ク
ロ
ン
候
補
支
持

を
呼
び
か
け
た
こ
と
は
、
マ
ク
ロ
ン

候
補
に
と
っ
て
大
き
な
ア
ド
バ
ン
テ

ー
ジ
に
な
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。
ま

た
、
混
戦
が
予
想
さ
れ
た
な
か
、
選

挙
戦
終
盤
で
大
き
く
支
持
率
を
伸
ば

し
た
左
翼
党
の
メ
ラ
ン
シ
ョ
ン
候
補

も
決
選
投
票
に
進
め
な
か
っ
た
。
メ

ラ
ン
シ
ョ
ン
候
補
は
決
選
投
票
で
ど

の
候
補
者
を
支
持
す
る
か
は
明
言
し

て
い
な
い
。

　

第
１
回
投
票
直
前
の
４
月
20
日
に

パ
リ
で
発
生
し
た
銃
撃
テ
ロ
事
件
の

影
響
が
懸
念
さ
れ
て
い
た
が
、
選
挙

結
果
を
見
る
限
り
そ
れ
は
杞
憂
に
終

わ
っ
た
も
よ
う
で
あ
る
。
候
補
者
が

最
後
の
テ
レ
ビ
討
論
会
に
参
加
し
て

い
る
最
中
に
シ
ャ
ン
ゼ
リ
ゼ
通
り
で

警
官
３
人
を
死
傷
さ
せ
た
銃
撃
テ
ロ

は
、
イ
ス
ラ
ム
国
（
Ｉ
Ｓ
Ｉ
Ｓ
）
が

犯
行
声
明
を
出
し
て
い
る
。
選
挙
戦

へ
の
影
響
を
狙
っ
た
か
の
よ
う
に
、

討
論
会
中
に
発
生
し
た
テ
ロ
は
大
き

な
衝
撃
を
与
え
た
。
事
件
発
生
当
初

４
月
₂₃
日
に
フ
ラ
ン
ス
大
統
領
選
の
第
１
回
投
票
が
実
施
さ
れ
、
第
１
位
が
中
道
派E

n M
arche!

︵
フ

ラ
ン
ス
語
で
﹁
前
進
﹂︶
の
エ
マ
ニ
ュ
エ
ル
・
マ
ク
ロ
ン
候
補
で
得
票
率
は
₂₃
・
₈₆
％
、
反
Ｅ
Ｕ
、
移
民

排
斥
を
掲
げ
る
極
右
政
党
の
国
民
戦
線
︵
Ｆ
Ｎ
︶
の
党
首
、
マ
リ
ー
ヌ
・
ル
ペ
ン
候
補
が
得
票
率
₂₁
・

₄₃
％
で
第
２
位
と
な
り
、
両
者
が
決
選
投
票
進
出
を
決
め
た
︵
開
票
率
₉₇
％
時
点
、
投
票
率
₇₈
・
₂₃
％
︶。

多
く
の
市
場
関
係
者
は
、
ル
ペ
ン
候
補
は
決
選
投
票
で
敗
れ
る
と
み
て
い
る
が
、
反
Ｅ
Ｕ
を
掲
げ
る
候

補
が
合
計
で
４
割
超
の
得
票
率
と
な
っ
た
こ
と
は
重
要
な
事
実
と
し
て
認
識
す
る
必
要
が
あ
る
。
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か
ら
、
テ
ロ
の
よ
う
な
外
部
イ
ベ
ン

ト
は
右
派
候
補
に
有
利
と
さ
れ
た
こ

と
か
ら
、
テ
ロ
に
対
す
る
断
固
と
し

た
対
応
や
移
民
排
斥
を
掲
げ
る
ル
ペ

ン
候
補
と
、
移
民
制
限
を
主
張
す
る

フ
ィ
ヨ
ン
候
補
の
得
票
率
に
追
い
風

と
な
る
か
が
注
目
さ
れ
た
が
、
影
響

は
軽
微
だ
っ
た
と
い
え
よ
う
。
マ
ク

ロ
ン
候
補
は
安
全
保
障
面
で
ル
ペ
ン

候
補
か
ら
弱
腰
と
指
摘
さ
れ
て
い
た

が
、
ほ
ぼ
世
論
調
査
ど
お
り
の
得
票

率
と
な
り
、
移
民
に
寛
容
な
メ
ラ
ン

シ
ョ
ン
候
補
も
同
様
で
あ
っ
た
。

　

第
１
回
投
票
前
に
想
定
さ
れ
て
い

た
最
悪
の
シ
ナ
リ
オ
は
、
ル
ペ
ン
候

補
と
メ
ラ
ン
シ
ョ
ン
候
補
が
決
選
投

票
に
進
出
す
る
と
い
う
も
の
で
あ
っ

た
。
も
し
そ
う
な
っ
て
い
れ
ば
、
市

場
は
フ
レ
グ
ジ
ッ
ト
（
フ
ラ
ン
ス
の

Ｅ
Ｕ
か
ら
の
離
脱
）
の
リ
ス
ク
を
織

り
込
み
始
め
、
金
融
市
場
は
ユ
ー
ロ

や
フ
ラ
ン
ス
国
債
に
対
し
て
ネ
ガ
テ

ィ
ブ
な
反
応
を
示
し
て
い
た
だ
ろ
う
。

現
時
点
で
は
、
ル
ペ
ン
候
補
は
決
選

投
票
で
敗
れ
る
と
の
予
想
が
大
勢
を

占
め
る
が
、
も
ち
ろ
ん
ル
ペ
ン
候
補

が
大
統
領
と
な
る
可
能
性
は
ま
だ
捨

て
き
れ
な
い
。
過
去
２
回
の
大
統
領

選
で
は
、
第
１
回
投
票
で
１
位
通
過

し
た
候
補
者
が
決
選
投
票
で
も
勝
利

し
て
い
る
も
の
の
、
１
９
６
５
年
以

降
の
過
去
９
回
の
大
統
領
選
の
う
ち

３
回
は
、
１
位
で
通
過
し
た
候
補
者

が
決
選
投
票
で
敗
れ
る
波
乱
が
生
じ

て
い
る
。
今
回
の
第
１
回
投
票
で
は
、

反
Ｅ
Ｕ
を
掲
げ
る
ル
ペ
ン
候
補
と
メ

ラ
ン
シ
ョ
ン
候
補
の
得
票
率
の
合
計

が
４
割
を
超
え
て
い
る
こ
と
も
あ
り
、

決
選
投
票
で
も
予
断
を
許
さ
な
い
状

況
に
は
違
い
な
い
。

ル
ペ
ン
大
統
領
誕
生
な
ら

ユ
ー
ロ
離
脱
の
可
能
性
大

　

フ
ラ
ン
ス
国
債
は
市
場
流
動
性
が

高
く
、
ド
イ
ツ
国
債
に
比
べ
て
利
回

り
も
高
い
こ
と
か
ら
、
日
本
で
は
２

０
１
６
年
２
月
の
マ
イ
ナ
ス
金
利
政

策
の
導
入
以
降
、
銀
行
を
中
心
に
フ

ラ
ン
ス
国
債
を
買
う
投
資
家
が
急
増

し
て
い
た
。
し
か
し
、
同
年
６
月
の

ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
（
英
国
の
Ｅ
Ｕ
か
ら

の
離
脱
）
と
、
11
月
の
米
大
統
領
選

に
次
い
で
仏
大
統
領
選
が
３
番
目
の

サ
プ
ラ
イ
ズ
に
な
る
リ
ス
ク
を
嫌
っ

た
日
本
の
機
関
投
資
家
の
な
か
に
は
、

今
年
に
入
っ
て
フ
ラ
ン
ス
国
債
を
大

幅
に
売
り
越
す
動
き
も
出
て
い
た
。

　

ル
ペ
ン
候
補
は
、
ユ
ー
ロ
の
枠
組

み
か
ら
離
脱
し
、
新
通
貨
（
新
フ
ラ

ン
ス
フ
ラ
ン
）
の
発
行
に
よ
っ
て
通

貨
主
権
を
取
り
戻
す
こ
と
を
政
策
と

し
て
掲
げ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
ル

ペ
ン
候
補
が
決
選
投
票
で
勝
利
し
た

場
合
、
市
場
は
フ
ラ
ン
ス
の
ユ
ー
ロ

離
脱
の
可
能
性
を
織
り
込
む
た
め
、

ユ
ー
ロ
は
下
方
圧
力
に
さ
ら
さ
れ
る
。

通
貨
変
更
は
あ
く
ま
で
国
家
主
権
に

基
づ
く
た
め
、
ル
ペ
ン
大
統
領
が
誕

生
す
れ
ば
大
き
な
障
壁
に
直
面
す
る

こ
と
な
く
実
行
で
き
る
可
能
性
が
高

い
と
、
市
場
関
係
者
は
警
鐘
を
鳴
ら

し
て
い
る
。
ル
ペ
ン
候
補
の
政
策
に

よ
れ
ば
、
政
府
債
務
は
新
フ
ラ
ン
ス

フ
ラ
ン
建
て
に
置
き
換
え
ら
れ
る
一

方
、
貸
手
へ
の
信
頼
を
損
な
わ
な
い

よ
う
、
海
外
の
投
資
家
か
ら
は
債
務

を
買
い
戻
す
と
し
て
市
場
へ
の
配
慮

も
に
じ
ま
せ
る
。
フ
ラ
ン
ス
国
債
な

ど
の
公
的
債
務
に
お
け
る
海
外
保
有

比
率
は
、
低
下
傾
向
に
あ
る
と
は
い

え
依
然
高
く
、
新
通
貨
で
の
債
務
返

済
と
な
る
と
そ
の
影
響
の
大
き
さ
は

計
り
知
れ
な
い
。
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
後

の
ポ
ン
ド
と
同
様
に
、
ル
ペ
ン
候
補

が
大
統
領
に
就
任
し
た
場
合
に
は
、

ユ
ー
ロ
離
脱
が
織
り
込
ま
れ
る
結
果
、

新
た
に
導
入
さ
れ
る
フ
ラ
ン
ス
フ
ラ

ン
は
ユ
ー
ロ
対
比
で
２
割
程
度
減
価

〔図表１〕 フランス大統領選第１回投票（４月23日）の
 得票率

（注） 　開票率97％時点の速報値。
（出所） 　フランス内務省の発表をもとに大和総研作成。

（単位　％）

マクロン前経済相
（En Marche!）

23.86

ルペン党首（国民戦線）
21.43

フィヨン元首相（共和党）
19.94

メランション元共同党首
（左翼党）
19.62

アモン前教育相
（社会党）
6.35

その他
8.80
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す
る
と
み
ら
れ
て
い
る
。

　

た
だ
し
、
政
府
の
決
定
に
よ
り
、

ユ
ー
ロ
か
ら
新
フ
ラ
ン
ス
フ
ラ
ン
へ

の
切
り
替
え
が
な
さ
れ
、
市
場
レ
ー

ト
で
の
交
換
が
自
由
に
行
え
る
の
で

あ
れ
ば
、（
ユ
ー
ロ
導
入
時
と
同
様

に
）
フ
ラ
ン
ス
国
債
の
格
付
に
は
影

響
が
な
い
と
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
ギ
リ
シ
ャ
危
機
以
降
、
Ｅ

Ｃ
Ｂ
は
Ｏ
Ｍ
Ｔ
（
危
機
時
に
Ｅ
Ｃ
Ｂ

が
国
債
を
買
い
入
れ
る
プ
ロ
グ
ラ

ム
）
を
は
じ
め
と
す
る
救
済
メ
カ
ニ

ズ
ム
を
複
数
用
意
し
て
い
る
た
め
、

ユ
ー
ロ
に
著
し
い
ス
ト
レ
ス
が
か
か

り
、
加
盟
国
の
国
債
金
利
が
急
騰
す

る
な
ど
し
て
も
、
か
つ
て
の
欧
州
債

務
危
機
の
よ
う
な
状
況
に
な
る
こ
と

は
考
え
づ
ら
い
。

　

さ
ら
に
、
か
り
に
ル
ペ
ン
候
補
が

勝
利
し
て
も
、
フ
ラ
ン
ス
は
Ｅ
Ｕ
の

一
部
で
あ
る
こ
と
を
憲
法
で
規
定
し

て
い
る
た
め
、
離
脱
に
は
憲
法
改
正

を
伴
い
、
上
下
両
院
の
承
認
が
必
要

と
な
る
。
こ
の
た
め
、
本
格
的
な
Ｅ

Ｕ
危
機
に
は
な
ら
な
い
と
楽
観
視
し

て
い
る
投
資
家
が
多
い
こ
と
も
確
か

で
あ
る
。

　

ま
た
、
フ
ラ
ン
ス
は
い
わ
ゆ
る
半

大
統
領
制
を
採
用
し
て
お
り
、
議
院

内
閣
制
と
大
統
領
制
の
中
間
的
な
政

治
制
度
と
な
っ
て
い
る
。
大
統
領
の

所
属
政
党
と
下
院
の
多
数
政
党
が
同

じ
で
あ
れ
ば
大
統
領
の
権
力
は
強
力

と
な
る
が
、
同
じ
で
な
け
れ
ば
議
院

内
閣
制
の
要
素
が
強
ま
る
。
ル
ペ
ン

候
補
は
今
年
６
月
の
議
会
選
で
過
半

数
を
獲
得
で
き
る
ほ
ど
の
政
党
基
盤

を
も
た
な
い
（
現
時
点
で
国
民
戦
線

の
下
院
議
員
は
２
名
し
か
い
な
い
）

た
め
、
大
統
領
に
就
任
し
て
も
議
会

と
の
間
で
ね
じ
れ
が
生
じ
る
こ
と
に

な
る
。
ル
ペ
ン
大
統
領
が
ポ
ピ
ュ
リ

ズ
ム
に
迎
合
す
る
過
激
な
法
案
を
提

出
し
て
も
、
議
会
が
こ
れ
を
ブ
ロ
ッ

ク
す
る
可
能
性
が
高
い
。

政
策
は
大
き
く
異
な
る
が

徴
兵
制
の
復
活
で
は
一
致

　

今
回
の
仏
大
統
領
選
で
は
党
内
分

断
や
汚
職
疑
惑
な
ど
に
メ
デ
ィ
ア
の

報
道
が
集
中
し
た
結
果
、
各
候
補
の

政
策
の
幅
が
大
き
い
こ
と
は
看
過
さ

れ
が
ち
で
あ
る
（
図
表
２
）。
ル
ペ

ン
候
補
は
反
移
民
を
土
台
に
保
護
主

義
的
な
国
家
を
志
向
し
つ
つ
も
リ
ベ

ラ
ル
経
済
を
支
持
し
て
い
る
。
一
方
、

マ
ク
ロ
ン
候
補
は
左
派
色
の
強
い
社

会
保
障
を
約
束
し
つ
つ
も
、
エ
リ
ー

ト
養
成
校
（
国
立
行
政
学
院
）
や
投

資
銀
行
出
身
と
い
う
経
歴
か
ら
、
経

〔図表２〕 決選投票に進む両候補の政権公約

項目 マクロン候補 ルペン候補

対ＥＵ 親ＥＵ：財政・環境・社会規制面での統
合深化、英国には厳格な姿勢

反ＥＵ：主権回復を主張、ＥＵ関係性変
更の協議が失敗すれば離脱を巡る国民投
票実施

移民 支持：亡命申請処理の迅速化、保護が必
要な難民以外は本国に即送還

反対：移民80％削減、外国人を雇用する
企業に増税

安全保障
（徴兵制）

防衛支出拡大（対ＧＤＰ比２％）、ＩＳＩ
Ｓ掃討を外交優先課題、徴兵制（１カ月）
再導入

ＮＡＴＯ離脱、防衛支出拡大（対ＧＤＰ
比３％）、徴兵制再導入、親ロシア

経済政策

やや緊縮（北欧モデル）：５年間で600億ユ
ーロの歳出削減、同時に500億ユーロの景
気刺激策実施、減税および社会保障制度
の拡大。ＥＵの財政規律を遵守し、５万
人の公務員削減

反緊縮：ＥＵからの離脱と移民削減によ
って確保した予算で世帯に対する減税、
労働者階級の社会保障手当拡大。政府債
務削減に向け、中央銀行による財政ファ
イナンスを行う

労働法および 
社会保障

企業寄り：労働法を緩和し、解雇を容易に。
週当り35労働時間・退職年齢（62歳）据
置き

労組寄り：労働法緩和に反対。週当り35
労働時間据置き、退職年齢引下げ（62歳
→60歳）、ただし残業は非課税に

（出所） 　各候補の政権公約をもとに大和総研作成。
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済
政
策
は
企
業
寄
り
と
な
っ
て
い
る
。

ま
た
、
公
務
員
の
週
当
り
労
働
時
間

の
延
長
（
35
↓
39
時
間
）
に
よ
っ
て

支
持
率
を
落
と
し
た
フ
ィ
ヨ
ン
候
補

を
反
面
教
師
と
し
、
両
候
補
と
も
35

労
働
時
間
の
据
え
置
き
を
政
策
と
し

て
掲
げ
て
い
る
。
さ
ら
に
ル
ペ
ン
候

補
は
反
緊
縮
財
政
を
掲
げ
、
世
帯
減

税
、
労
働
階
級
の
社
会
福
祉
手
当
の

引
上
げ
を
公
約
で
謳
っ
て
い
る
。
そ

の
財
源
を
移
民
削
減
、
Ｅ
Ｕ
離
脱
に

よ
る
拠
出
金
の
減
少
に
求
め
て
い
る
。

一
方
、
マ
ク
ロ
ン
候
補
は
、
北
欧
諸

国
の
経
済
モ
デ
ル
を
推
進
し
、
５
年

間
で
６
０
０
億
ユーロ
の
公
的
支
出
削
減

と
、
５
０
０
億
ユーロ
の
経
済
浮
揚
政
策

を
実
施
す
る
と
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
４
月
20
日
の
テ
ロ
に
よ
っ

て
あ
ら
た
め
て
注
目
さ
れ
た
の
が
安

全
保
障
政
策
で
あ
る
。
ル
ペ
ン
候
補

は
当
初
か
ら
徴
兵
制
の
復
活
を
掲
げ
、

テ
ロ
が
多
発
す
る
フ
ラ
ン
ス
の
現
状

を
ふ
ま
え
て
、
有
事
に
備
え
た
兵
力

増
強
を
掲
げ
て
い
た
。
ル
ペ
ン
候
補

か
ら
弱
腰
と
批
判
さ
れ
た
マ
ク
ロ
ン

候
補
も
兵
役
期
間
１
カ
月
の
徴
兵
制

の
再
導
入
を
公
約
し
て
い
る
。
欧
州

で
は
ス
ウ
ェ
ー
デ
ン
等
で
も
徴
兵
制

が
復
活
す
る
な
ど
、
ポ
ピ
ュ
リ
ズ
ム

の
台
頭
と
比
例
し
て
有
事
へ
の
準
備

が
進
ん
で
い
る
印
象
を
受
け
る
。
１

９
９
０
年
代
ま
で
に
欧
州
諸
国
の
多

く
で
徴
兵
制
が
廃
止
さ
れ
た
理
由
は
、

戦
争
が
減
少
し
た
か
ら
で
は
な
く
、

戦
い
方
の
変
化
が
大
き
い
と
さ
れ
る
。

近
年
で
は
、
労
働
集
約
的
な
軍
隊
は

コ
ス
ト
の
割
に
兵
力
増
強
に
つ
な
が

ら
ず
、
む
し
ろ
無
人
偵
察
機
等
の
ハ

イ
テ
ク
装
備
の
導
入
に
よ
る
効
率
的

な
兵
力
増
強
が
得
策
と
の
判
断
が
徴

兵
制
の
廃
止
に
つ
な
が
っ
た
と
い
わ

れ
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
こ
に
き
て

フ
ラ
ン
ス
国
内
で
テ
ロ
が
頻
発
し
、

警
察
だ
け
で
は
心
も
と
な
い
現
状
に

直
面
し
た
こ
と
か
ら
、
徴
兵
制
を
復

活
さ
せ
る
議
論
が
活
発
と
な
っ
た
。

マ
ク
ロ
ン
大
統
領
で
も 

改
革
の
実
現
性
は
未
知
数

　

多
く
の
市
場
関
係
者
は
、
ル
ペ
ン

候
補
は
決
選
投
票
で
敗
れ
る
と
み
て

い
る
が
、
ブ
レ
グ
ジ
ッ
ト
、
米
大
統

領
選
と
予
想
を
覆
す
イ
ベ
ン
ト
が
続

い
た
だ
け
に
、
最
終
結
果
が
出
る
ま

で
市
場
は
ナ
ー
バ
ス
に
な
っ
て
い
る

と
い
え
よ
う
。

　

今
回
の
選
挙
で
最
も
影
響
が
大
き

い
の
は
、
社
会
党
、
共
和
党
と
い
う

２
大
政
党
の
候
補
が
第
１
回
投
票
で

姿
を
消
す
こ
と
で
あ
ろ
う
。
長
く
フ

ラ
ン
ス
政
界
の
中
心
で
あ
っ
た
両
政

党
の
敗
北
を
、
フ
ラ
ン
ス
政
治
の
一

時
代
の
終
焉
と
と
ら
え
る
向
き
も
多

い
。
た
だ
し
、
か
り
に
マ
ク
ロ
ン
候

補
が
大
統
領
に
な
る
と
し
て
も
、
右

派
・
左
派
す
べ
て
に
気
に
入
ら
れ
る

よ
う
な
政
策
に
終
始
し
て
い
る
た
め
、

ど
こ
ま
で
改
革
が
進
む
か
は
未
知
数

だ
。
マ
ク
ロ
ン
政
権
が
オ
ラ
ン
ド
大

統
領
や
サ
ル
コ
ジ
前
大
統
領
の
よ
う

な
結
末
を
た
ど
れ
ば
、
２
０
２
２
年

の
次
期
大
統
領
選
に
お
い
て
、
反
体

制
を
掲
げ
る
ル
ペ
ン
氏
の
よ
う
な
大

統
領
が
誕
生
す
る
可
能
性
が
高
ま
る

と
い
っ
て
も
過
言
で
は
な
い
。
Ｅ
Ｕ

や
ド
イ
ツ
に
お
い
て
、
第
１
回
投
票

結
果
が
歓
迎
さ
れ
て
い
る
も
の
の
、

フ
ラ
ン
ス
は
依
然
と
し
て
分
断
さ
れ

て
お
り
、
反
Ｅ
Ｕ
の
候
補
が
４
割
超

の
得
票
率
を
得
た
こ
と
は
重
要
な
事

実
と
し
て
認
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

す
げ
の　

や
す
お

99
年
大
和
総
研
入
社
。
年
金
運
用
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
部
、
企
業
財
務
戦

略
部
、
金
融
・
公
共
コ
ン
サ
ル
テ
ィ

ン
グ
部
、
資
本
市
場
調
査
部
を
経
て

13
年
６
月
か
ら
現
職
。
日
本
証
券
ア

ナ
リ
ス
ト
協
会
検
定
会
員
。
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